

































































































































































































































































































 表 大学生版犯罪情報分析プログラムによる連続放火の分析結果について 
No. 性 年齢 職業　動機・性格 生活 共犯 次の犯行 主な分析
1 外国人 有り プロテスタント系教会の分布地図
2 怨恨・思想 兵庫県内 投げ込み事例、近畿の信者数
3 男 20-40 有職 警戒心強 無し 南下する 犯行地をマッピング
4 男 20-30 有職 挑戦心強 一人暮らし 無し 犯行場所の環境要因分析
5 男 30代 神経症 未婚 大阪市北区 犯行曜日の分析
6 男 20-40 愉快犯 神戸市内
7 男 20-40 大阪県境 無し 大阪府内 消火器の投げ方、意味の検討
8 男 20-30 有職 既婚 有り 連続器物損壊事件事例  
 
 
注３ 分析対象の５年間にて，研究指導を行い論文の一部は完成しているシニア学生の研究１編と，
犯罪心理学コースの修士課程の修士論文５編は分析に入れていない。なお，シニア学生の研究テー
マは「裁判員裁判に関する多角的分析」であり，院生の修論テーマは「地域防犯と犯罪不安感」が
３編，「犯罪事象への共感性の分析」及び「犯罪に対する原因帰属」についてである。これら研究は，
関連するいくつかの学会にてポスター発表を行い，また「犯罪に対する原因帰属」については査読
論文として「犯罪心理学研究」に掲載されている。 
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